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1継損器ど方Tす)傷豪岳ヤ僅母是督t慈重督震磐要茶曇もとで生産されておりますが 方 一選接中の専技などて
げいただ言ました販売店にお申しつけくださいますようお8い もうしあげます

CAT-300の 性能を十分に発揮させていただくために 本 説明書を最後までお議みいたださ 正 しい笹い方
により 末 永くご愛用いただけるようお額いもうしあげます

特  長
●CAT-300は  送 信電力 300Wま での入力が可能なアンテナチューナーで ダ ィポール ン ―`チ,ル

車載月ホインプ ロ ングアイヤー そ の他多種類のアンテチをチュー=ン グし 1 8～ 60MHzの すべての
本シトで使用できます。

●メーターは ク ロネ方式の採用により 進 行渡 反 射波 お よびSWR値 が同時に関定で言ます
●メーター目寝販には 照 明ランプを装備してあり 夜 同時の照明点灯により見窮くなり先  (外部電温を接続時)

ご使用上のご注意・R鑓ネ是皇3層bF黒患滋魚む資に才夕喜ニラう安境設計されておりますが 向煎時は 同調回路に非常に高卜大きく変化するため 熊 療機を保理する意味からも 同

.寮鯨縁替握岩終ほモi:IttS境茎貫7ラ夢岩哀弟せとぃでくださぃ _時的に負荷のSWRが窯限大となり無
験機およびCAT-300の 改時の原因となります。また CAT-300に  300W以 上の送信電力を付加
しないでください。故酵の原因とな ります。

● CAT-300は  109～ 6000(sWR約 25,1)の 範囲で同画をとることができますが 接 歳する
アンテナ系のSWRが 範囲外の場合は 無 理に同顧をとらすに ア ンテナ系を調整してからご使用くだきい

0メ ーター目寝板の照明ランプ用外部t源 電庄は 15V以 上を絶対に加えないでください 故 障の原因となりま
す 。

各部の名称と説明

① 表示月メーター
E WIl(進 行 渡 〉 REF(反 射 浅 )SW民 を指
示するメーターです。

② 滴定レンジ切番ボタン
FWD(進 行渡)と 力指示の最大値を切り換える
ボタンです。

O  T R  T U N E

入力側 (送信翻m)の インピーダンスを可変する
本リヨンです。

④ X  T U N E
出力楓 (アンテす砲)の インピーダンスを可変す
る夕`ツヨンで五

〇 AVC/FEP切 替 スイ ッチ

電力測定時にAVCに すると平l17電力を表示し

③零3品と言費,ラ昇
!モニター表示となります。

ONに すると同調操作が可能となり OFFに す

① 8長 黒晋島肇負ン丁宴
営 同 調操作はできません。

1 8MHz～ 50MHz補 の′`シドを連択する
切答スインチです。

A N T E N N A切 誉 スイ ンチ
ANTlま たはAN■ 2を選択するスイッチです。
ANT 2(M形 ヨネクター)
アンテナまたはダミーロー ドなどを検技します。
ANT■ (M形 ヨネクター)
アンテナまたはダミー,― 卜などを接幾します。
電源入力端子
メーター熙瞬用の外部電源入力端子です
ANT 2(タ ーミナル)
●ングフイヤーアンテナなどを接幾 します。
ANT2の コネクターと同時には 使 用でさませ
ん。ターミナルをと使用の場合は ANT2の コ
ネクターにアンテナなどを接続しないでください
INPUT(M形 ヨネクター)
無線機の出力を接歳するヨネクターです
C N D

アース線を接続するときにご使用ください
この増子を無線機 のCND増 子 と接続 しね さ らに
この端子 を幾地す るこ とにより TVI BCI
の確減 に効果 があ りま曳
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定  橋
扇 波  数  範  囲    1 8～ 60MHz
ノ`    ン    ド    11′ ミンド

入カインピープンス   500
出カインピータンス   100ヽ 6000
通 過 辞 容 を 力   300W以 下 (SS')
SWR潟 定最小電力   6W以 上
照 明  用  電  涙    DCllV～ 15V 約 250mA
寸         法      (W)250 X(H)03(98)X (D)200(242))
重      i  約 2 7KB

接続方 法
CAT-3つ 0は  無 凛機 とアンテすの問または無線機 SWR討 とアンテチの間に3D2V 5D2V等 の 5

00系 の向触ケーブルを用いて検泣 します。
ア ンテナが ロングフイ ヤーの ときは [A N T 2】 (ター ミナル)接 続 します  ア ー ス線 を [CN D ] (タ ー ミナ

ル)に 接続 します

操作方法

CAT-300を SCLな ど受 信 専用 と して ご翻 の場節 r「 TuNERJス イ ッチ をFPし て 〔ON]に し

同譲操 作 を可能 に ます  次 に 受 信機 の Sメ ー
タ

ー
また は受信 信 号 レヘル が最 大 にな る よ うに 「B ANDJ切 辞 ス

イ ッチ  「 TR TUNE,お よび 「XT“ N Ejを 調整 します  下 記 のチ ュー ニ ング表 を森考 に して くだ さい。
CAT-300を 送信に使用する場合は 下 記の手順にて操作をおこなってください。

1「 A N T E N N A J切 替 スイ ッチ をア ンテ ナ を接れ した コネ ク ター の 〔AN■ 1]ま た は [A N T 2 ]に セ ッ
トします タ ーミナルにロングフイヤーアンテチを棲触された場合は [ANT2]に セットします。

2 無 換機の本ヮーョン トg― ルを完全に下げます。(無壊機のノ`ワーを10W以 下にします。)
0 「 BAND」 切害スインチを送信周波数常にセントし 「TR TUNEJお よび 「X TUNEJの 目盛りを

下記のチュー=ン グ表に合わせて セ ットします

チューニング表

周愛敵 (M「lz) BAN0 R TUNE X「 UNE

13MH= Ⅲ3MHこ 5 4 3 6

1 0MHz 1 3MH2 4 0 3 2

35MH= 3 5Mtlを 4 4 3 0

38MHz 33MHz 3 7 2 5

,MH= 7 MHz 2 3 2 0

OヽMH= ⅢOMHz 2 0 1 0

14MH2 14MH= 1 5 Ⅲ 0

Ⅲ8MⅢ 2 lSMHz 9 5 0 6

21 MH2 21 MH= フ 0 6 3

24MH= そ4/28MPz 5 0 4 1

23MH= 24/23MH= 4 3 3 3

50MH= 50MH= 1  5 Ⅲ 2

注釈 入 カインピーダンス SoO負 行時のデーターです あ くまで孝考にしてください。

4 CW AMま たはFM変 調で 接 続したSWR計 の反射パワーメーターの指針が振れるまで送信電力を入力し
ます

4 送 信状態のまま 「TR TUN EJの ツマミを回して ア ーターの複れが最小となる点に合わせます。
5 次 に 「X TUNEJの ツマミを回して メ ーターの振れが 前 4=の 時より小さくなる点に合わせます。
0 前 4項 ～前 5項の操作を繰り返し行って メ ーターの振れが最小の点を探してください。そのrfが 同 調が取

れた点 (SWRの 最長の値)で す
F と いSWRを 再られない場合には た たちに送信を中止して 「SA NDJ切 督スインチをランステンブ低い

周波数にセントして 前 4項 目から再慶チューニング操作を行ってください
B 低 いSWRが 待られましたら 送 信出力最大300Wで の運用が可能です。
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